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平成 20 年４月期業績予想の修正及び配当予想の変更に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向をふまえ、平成 19 年 11 月６日開催の取締役会において、平成 19 年６月１日に公表した平成

20 年 4月期（平成 19 年４月 21 日～平成 20 年４月 20 日）の業績予想及び配当予想について、下記のとおり修正

することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年４月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年４月 21 日～平成 19 年 10 月 20 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表（A） ４，７００ ３６３ ３５８ ２０４ 

今回修正予想（B） ３，６７０ １７ ２０ ８ 

増減額（B－A） △１，０３０ △３４６ △３３８ △１９６ 

増減率 △２１．９ △９５．３ △９４．４ △９６．１ 

前期実績（平成 18 年 10 月期） ４，２８８ ２７３ ２７７ １６０ 

 

２．平成 20 年４月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年４月 21 日～平成 20 年４月 20 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表（A） ９，２５０ ６６０ ６５０ ３７０ 

今回修正予想（B） ８，０００ １５２ １５０ ８２ 

増減額（B－A） △１，２５０ △５０８ △５００ △２８８ 

増減率 △１３．５ △７７．０ △７６．９ △７７．８ 

前期実績（平成 19 年４月期） ８，３７１ ４７４ ４７３ ３３１ 

 

３．修正の理由 

（１）当中間会計期間におけるわが国経済は、米国の信用力の低い個人向け住宅融資（サブプライムロー

ン）問題を背景に、景気の先行きに不透明感が広がっており、回復には今しばらく時間を要する見通

しです。また、建築基準法改正により、耐震偽装の再発防止のため建築確認審査を厳しくした影響で

新設住宅着工戸数が過去最低の水準に落ち込み、建設・住宅業界では深刻な問題となっております。 

このような状況の中で、当社は営業力強化を図り売上高増大を目指しておりますが、新設住宅着工



戸数減少が大きく響き、当中間会計期間における売上高、営業利益、経常利益、当期純利益は当初の

予測を下回る見込みです。 

（２）通期の業績予想については、主に中間業績予想の修正によるものであります。 

 

４．上記業績予想数値等を勘案し、以下のとおり配当予想を修正いたします。 

 

 中 間 期 期   末 年   間 

前回予想（平成 19 年６月１日） ８円 ８円 １６円 

今回修正予想 ５円 ５円 １０円 

（ご参考）前期の１株当たり配当金実績 ８円 ８円 １６円 

 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は

今後の様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

以 上 


